
 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

令和６年 5月発行 

【発 行】 豊田市交通安全市民会議事務局（豊田市役所交通安全防犯課内） ℡0565-34-6633 

４月から新学期や新生活が始まり、５月はそんな新しい環境に慣れ、気が緩む時期

だと思います。この時期に気をつけなくてはいけないのがこどもの交通事故です。 
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愛知県内自転車死者の負傷主部位構成率 
（令和元年～令和５年 愛知県警統計資料） 

 

 
道路交通法にて努力義務化され 1年が経過 
自転車を利用する際の「ヘルメット着用」が 

  
 事故に遭った時のヘルメット非着用の致死率

は、ヘルメット着用の １．７倍 です。 

ヘルメットを着用しないと 

  
自転車交通死亡事故で最も多い致命傷は「頭部」

で、全体の 約７割 を占めています。 

頭部 
６８.４% 

自転車に乗るすべての人は、 

必ずヘルメットを着用しましょう 

●こどもの急な飛び出しに備え減速しましょう 

（学校・こども園等の周辺や通学路・住宅街等） 

●横断歩道に歩行者がいたら止まりましょう 

●こどもたちに交通ルール遵守の手本を示しましょう 

●道路には飛び出しません 

●道路を横断する時は、右左右を見て、車が止まった

ことを確認してから手をあげて渡りましょう 

●信号が青でも車が来ていないか必ず確認しましょう 

みなさんはヘルメットをかぶっていますか？ 
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自転車用ヘルメット着用状況別致死率

（令和元年～令和５年愛知県警統計資料）
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